
レガシーIF（RS-232C)を利用した従来試験設備の流用

従来使用していた試験設備を新規に構築する場合、過去使っていた機器の生産中止品により、機器制御方法を変更せざるをえない事が発生
する場合があります。特に古い試験設備などでは、レガシーI/FであるRS-232Cを使用していることが多くあり、最近主流であ
るLANやUSBに対応するには、制御ソフトを大幅に変更する為対応にコストアップにつながります。
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製品情報

プログラマブルリニア交流電源「6700シリーズ」

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/268/
https://www.keisoku.co.jp/pw/product/power/ac/6700-2-2/

